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巻頭言 松本 正生 …

〔 論 文 〕

 参院選の報道各社の情勢調査比較

－多様化する調査手法－ 大栗 正彦 …

朝日新聞社の 年参院選情勢調査について 江口 達也 …

ＳＳＲＣ「ｄサーベイ」の方法と精度

－「配信設計モデル」の構築と進化－ 平田 崇浩 …

〔 討 論 〕

「選挙をめぐる調査と報道」 今市 憲一郎･小山 優･堀江 浩･松本 正生 …

〔 資 料 〕

参院選 世論調査が語る民意（日本記者クラブ会見） 松本 正生 …



  

■投 稿 規 定■ 
１．（ジャンルと枚数）投稿をお願いするのは、次のものです。 

・論文 
・研究ノート、判例研究、ケース 
・資料、翻訳 
・海外事情 
・書評 
・その他 

以上の投稿原稿の枚数は、論文より翻訳までは 400 字詰原稿用紙 80 枚を、海外事情よりその他までは

同 50 枚を限度とします。投稿原稿には、投稿者名を記入せず、「拙稿」「拙著」など投稿者を特定出来る

ような表現は使用しないでください。 

投稿の際はコピーと要約を各一部付けて下さい。 

２．（投稿回数）原稿受付は年１回、原則として 12 月末日とします。 

３．（レフリー制）投稿原稿は、編集委員会の審査を経て採用を決定します。 

４．（投稿資格）投稿は原則として自由です。 

５．（不正行為の防止）投稿原稿は未発表のものに限り、和文・他言語にかかわらず、他の学術誌等に投

稿済のものを投稿した場合は二重投稿とみなし、掲載を認めません。また投稿者は、執筆あるいは研

究において重要な貢献をしたものに限り、不適切なオーサーシップの疑義があると編集委員会が認

めた場合は掲載を認めません。 

６．（著作権）掲載された論文等の著作権（著作権法第 21 条—第 28 条）は埼玉大学社会調査研究センタ

ーに帰属し、投稿者はその電子化による学内外への公開を許諾するものとします。 

  編集委員会 
◎黒川 秀樹（埼玉大学社会調査研究センター長） 
堀江 浩 （元朝日新聞社編集委員） 
松本 正生（埼玉大学社会調査研究センター シニア・コーディネーター） 
三宅 雄彦（駒沢大学法学部教授） 
（◎は委員長） 
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